
実大火災実験における住宅用火災警報器の

有効性に関する検証結果

敏光**

概要

住宅用火災瞥報器(以下「住普器」とし、う。)を設置基準に基づき取り付けることの有効性について実大火災実

験により検証した。その結果、以下の内容が確認できた。

1 各宅に住聖子器を設置することで早期に火災を認知し、避難時間を早めることが確認できた。

2 実火災の火熱に対し、住警器がすぐに故障停止することなく、火災を認知するまである程度の時間鳴動し続

けることが分かつた。

3 暗騒音が 50dB程度であれば、他の部屋に設置した住警器の鳴動音も概ね聞こえることが分かった。
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3 実験内容

(1)住警器の作動状況及び火熱に対する鳴動限界

ア作動状況

住警器の鳴動開始時間及び周囲の温度変化を各

室について比較計測した。

イ 火熱に対する鳴動限界

f主警器がどの程度の温度まで作動し続けるかを
計測した。

(2)鳴動状況

A、B、C、D各室及び階段で住嘗器を鳴動させ

た場合に、その他の室及び階段での聞こえ方(音圧

レベル等)について計測した。
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1 はじめに

火災予防条例(以下「条例」という。)で、平成

16年 10月 1日から新築及び改築する住宅に住警器

の設置が義務付けとなり、それ以外の既存住宅につ

いても平成 22年 4月 l日から設置が義務となる。

設置場所については、各居室・台所・階段に取付け

ることとされ、火災をより早く感知する煙式の設置

が基本であるが、台所などでは火災以外の煙を感知

する恐れもあることから熱式でも良いこととされ

ている。

当庁管内で平成 18年中に発生した火災による死

者(自損行為を除く。)は 86名で、そのうち住宅火

災による死者は78名にも及び、9害IJを占めている。

また、住宅火災による 78名の死者を発生原因別に

みると、火災発見の遅れによるものが 44名と半数

以上を占めていることから、住警器の設置による火

災の早期発見が強く求められる結果となっている。

この度、平成 19年 10月 4、5、18日に実際の火

災を想定した実大実験を行ない、住警器の有効性を

火災の早期発見・安全避難等の観点から検証した。

2 実験場所

東大和市内(北多摩西部消防署管内)

都営メゾネット式住宅(耐火建物、建物 5、6階部

分、延べ面積約 46rrf(3DK)) (図参照)
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4 実験方法

(1) 住警器の作動状況及び火熱に対する鳴動限界

ア作動状況

建物 5、6階部分はメゾネット式であるため、通

常の 2階建て戸建て住宅の l、2階とみたてた。

図のとおり A室(台所)及びB宅を出火室として

火点 2、火点 1の順に点火(火災荷重として 2単位

クリブ及び助燃材としてガソリンを使用)し、 l階

が直ちに盛期火災に至る場合を想定した。点火 3

分後、 A室、 B室の順に消火を開始した。

各室の襖戸は全て開放とし、 C宝の入口の下がり

時がないことから階段と C宅は l室とみなし、 2階

階段天井への住宅子器の設問は省略した。

なお、 l階B室ベランダ側の窓は開放、その他の

室の窓は閉鎖とした。

また、住瞥器は日本消防検定協会鍛定品の煙式及

び熱式(し、ずれも電池式)を使用し、 A主には煙式

及び熱式、その他の室には州式を設置した。

このような条件の中で住瞥棋の作動状況を確認

するため、点、火から鳴動開始までの時間及ひ川!MljJ開

始時の'七の温度を計測した。

イ 火熱に対する鳴動限界

住件器が火熱に耐え、点火から最高温度に到達す

るまでの時Itlj及び正常に作動し続けた時間を磁'認

するため、経過時間ごとの作動H寺の電圧の変化と火

災の拡大とともにヒ昇する温度の変化とを計測し

た。

(2) 鳴動状況

鳴動状況を確認、するため、住宅の l、2階とみた

て、図のとおり A、B、C、D各室及び階段で住警

器をq馬場]させ、その時の他の五及び階段での音圧レ

ベノレ (宅等入口から最も遠い床卜のif圧レベル)及
び人聞の感覚としての聞こえ方(判定する人が変わ

ることによる誤差をなくすため、同一の人が判定す

る方法)を比較した。

なお、住件器は日本消防検定協会鑑定品及びUL

規格取件品(し、ずれも屯池式)を使用したL

5 実験結果

(J) {主将器の作動状況及び火熱に対する鳴動限界

ア作動状況

R自動開始時間等は表 lのとおりである。 1階のA

室(台所)及びB1.5.が直ちに盛期火災に至る場合を

想定したものであるため、出火室 (A本(台所)及
びB主)の住件器は点火後すぐに作動(それぞれ

10 及び 13秒後)したが、火点から最も遠い 2階D

室の作動時間は、最初の点火から 46秒後であった。

この場合、もし 1階A宝(台所)及びR主に住瞥

器が設問されていなければ、 2階Dネに在京してい

る人がD室の住性器の発報により火災を認知する

までそれぞれ 30数秒多くの時間を要することに

なる。

また、 D室入口の襖戸は開放した状態で実験をし

たので、仮に閉鎖されていれば更に時間を要するこ

とになる。

なお、 A主における煙式と熱式の鳴動開始の時間

の差が少ないのは、直ちに盛期火災にしたことによ

るものと考えられる。

表1 住警器の鳴動開始時間等

~ej 
H~~íf 点火から鳴

~日出JI出始時ーの

Eリj
の投開

{上!呼~~
重IJ開始まで

t品度(OC)

』慎
生

の極目q
のH寺問(秒) 各室

A室(台

序 所)

B室※ 煙式 10 59. 3 34. 3 

2 A室(台 煩式 13 56.9 56.9 

13 所)※ 熱式 16 78. 6 78.6 

4 C室 煙式 39 41. 0 295.8 

5 D室 煙式 46 40.9 408.7 

イ 火熱に対する鳴動限界

正常作動時間等は表 2のとおりである。最も高温

となった出火室の l つである B~去が制時間のうち

に867.40C (点火後 l分 53秒時点)まで七昇した

にもかかわらず、すぐに故|昨作止することなく、点

火から 2分 03秒間正常に作動していたことから、

火災発生を認知するまである程度の時間的動し続

けることが確認できた。

なお、 A手:に設置した住宅子器が B室より劣化が少

ないのは、 B室が火災の最盛期(最向温度 867.40C)
に至ったのに比べ、 A右においては換気が不十分で

あり 最盛期に至る状態ではなかった(最高温度

494. lOC)遣いによるものである。
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表2 住警器の正常作動時間等

/f警2日 {上!~
点火から

点火から正 その11キ

の『没附 総の
般向I鼠 j政 1:7jil，~'変

常に作動し の i~JÜ:

セ 種7:)1]'
度 (OC) 到 i主まで

|続けた時I:ij (OC) 
のH寺間

A室 煙式
l分 46秒

3分 41秒 45.9 

(台所) 界!¥式
494.1 

故障せず

B豆、 主y;式 867. <1 l分 53秒 2分o3秒 756.9 

C手 煙式 146.3 l分 56秒 故|lttせず

D室 煙式 112. 1 2分 10秒 故陥せず

※ 今1"1の実験では、務執i端子mのコードを設ii1する目的で、住
事事犯:ニl耐火性能のある生地をとさいたので、(上作器J占l聞の品It:t
11: .kl?/~ とは異なる 。



写真 1 B室内のクリブ 写真 2 B室が最高温度

への点火直後の状態 になった時の外状況(点

火後 1分 53秒経過の状

態)

写真 3 B室内が最高温度に

なった時の状況(点火後 1分

53秒経過の状態)

写真 4 実験前の

A室内住警器(煙

式・勲式) (遠景)

写真 6 実験前の

B室内住警器(煙

式) (遠景)

写真 5 実験前のA

室内住警器(煙式・

熱式) (拡大)

写真 7 実験前の

B室内住警器(煙

式) (拡大)
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写真 8 実験後のA

室内住警器(煙式・

熱式) (拡大)

写真 10 実験後のc
室内住警器(煙式)

(鉱大)

写真 12 実験後のA

室内住警器(煙式)

(詳細)

写真 14 実験後の B

室内住警器(煙式)

(詳細)

写真 16 実験後の C

室内住警器(煙式)

写真 9 実験後の B

室内住警器(煙式)

(鉱大)

写真 11 実験後の D

室内住警器(煙式)

(鉱大)

写真 13 実験後のA

室内住警器(熱式)

(詳細)

写真 15 実験後の B

室肉住警器(煙式)

(斜めから)

写真 17 実験後の D

室内住警器(煙式)



(2) 鳴動状況

鳴動状況の結果は表 3のとおりである。本建物

における警報音の測定実験では、同室内で 91d B 

(N S) の音圧レベルを発する住警器の場合、例

えば 2階D室で鳴動させた場合、 l階B室では 59

d B 、2階C室では 68d B 、一方 l階 B室

で鳴動した場合、 2階C室では 54d B 、l階A室で

は 72d Bとなり、それぞれ鳴動箇所から各室で襖

戸を閉じた状態で、暗騒音 40'"'-'50d B (家庭用温

風ヒーター稼動時と同程度)においても鳴動音は

概ね聞こえる値であった。

なお、今回の実験で使用した住宅は収容物がな

い比較的小規模なものであり、このような結果と

なったが、間取りの大きい住宅や、各室が、より

防音性の高い扉でしっかり閉鎖されている住宅等、

建物個々の状態により火災室の鳴動音が他の室に

聞こえる音量の程度は異なるものである。

6 まとめ

以上のことから、どの部屋で発生するかわからな

い住宅火災では、より早く火災を感知するため条例

で定められているように各居室・台所・階段に住警

器を設置することが望まれるものである。

当庁管内では平成 19年中に発生した火災による

死者の総数は 114名(自損行為を除く。)となり、平

成 18年中と比較して 28名も多い状況である。住警

器は火災を早期発見するものとして非常に効果が

あり、住宅火災による逃げ遅れ、死者の低減を図る

ため速やかな普及が必要である。

表3 鳴動状況

(単位・ dB) 

鳴らした 襖
測定地点 (暗騒音 40~50)

場所 開閉
A室(台所) B室 階段(2階天井) C室 D室

NS UL NS UL NS UL NS UL NS UL 

A室(台 院l ¥¥¥  

ト¥
。88 。89

@80 。87 。70 。77 。76 。82
所) 閉 。76 。82 057 @65 @63 。69
B室

開 @86 。87 ¥¥¥  @63 。72 @57 @62 @61 @70 
閉 。72 @84 ¥¥¥  。67 。68 054 。57 057 。58

階段(2階 開 。77 。85 。75 。77 ¥¥¥  。82 @92 。81 。91
天井) 閉 。57 。73 卜¥@70 @84 @70 。78
C室

開 @73 @76 。62 。72 。81 。91 ¥¥¥  
ド¥
。82 。82

閉 。60 。67 ム56 051 。72 。83 。64 。66
D室

開 。73 。76 。63 。74 。88 。94 @81 。94 ¥¥¥  
閉 @72 @70 。59 。64 。77 @76 @68 @72 ¥¥¥  

※ 1 人間の感覚としての聞こえ方:r@:良く聞こえる」、 ro 聞こえる」、「ム 聞こえづらし、」、 rx 聞こえない」

※ 2 NS 日本消防検定協会鑑定品、 UL : U L217規格(アメリカ合衆国の安全規絡)取得品

※ 3 実験で使用した住瞥器 ・同室内で91d B(NS)、97dB(UL)の音圧レベルを発するもの

※4 音圧レベノレの例

音棟、

犬の鳴き声

人の話し声(大声)

ピアノ

音圧レベ/レ

約 90~100

約 88~99

約 80~90

参考音圧レベルの例1)

音圧レベル

約 77~86

約 63~75

約 60~76

(単位:d B) 

音圧レベル

約 50~61

約 44~56

約 41~59

l参考文献11) 生活騒音の現状と今後の課題J(環境省)より引用
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Result of a verification concerning effectiveness of 

residential fire alarms in an actual-scale fire test 

Hiroyuki OGAWA*， Kazuhiro YAMAUTI*， Toshimi tu MIYAJIMA村

Abstract 

Effectiven日ssof installation of residential fire alarms in accordance with the installation 

standards is verified in an actual-scale fire t日st. Results confirm the following: 

1. Installation of a residential fire alarm in each room enables detecting a fire at an early stage 

and accelerating evacuation time. 

2. The residential fire alarm continued to sound for a period long enough to detect the fire instead 

of failing and dying immediately against the flame and heat in the actual-scale fire test. 

3. If the background noise is around 50dB， the sounds from the fire alarms installed in other rooms 

are mostly audible. 

本EquipmentSafety Section ，.市HikarigaokaFire Slation 
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